
（単位：百万円）

庁費等 68,826 48,817 17,622 66,439 △ 20,009 △ 2,387

委託費 0 0 0 0 0 0

施設費 17,418 9,495 8,001 17,497 △ 7,923 78

合計 86,244 58,312 25,624 83,936 △ 27,933 △ 2,309

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは合致しないものがある。

○庁費等の主な削減項目 （単位：百万円）

（参考）

警備警察 284 △ 49 0

電子計算機運営 15,496 △ 1,215 0

警察通信 22,998 △ 9,279 9,457

警察教養 2,329 △ 362 4

警察装備 3,254 △ 1,913 1,604

庁費 5,091 △ 292 4

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは合致しないものがある。

備　　　　考
（左欄の見直し内容） 23’要望額

「国際テロ情報分析支援装置維持費」等について、実績単価の反
映、調達数の見直し、仕様の見直し等を行い、53百万円を削減。

視聴覚教材等警察教養に必要な物品について、実績単価の反映
を行い、72百万円を削減。

各種資機材等装備品に係る実績単価の反映、調達数の見直し等
を行い、59百万円を削減。
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①22’当初予算額

対当初予算額増△減額

④－①②－①
②23’概算要求額

概算要求額＋要望額
④＝（②＋③）

①22’当初予算額 ③23’要望額

対当初予算額増△減額
②－①

項　　目 ②23’概算要求額

平成23年度概算要求(一般会計＋特別会計)における庁費等・委託費・施設費の削減について

「電子計算機運営」等について、実績単価の反映、調達数の見直
し等を行い、541百万円を削減。

庁費の必要額について見直しを行い削減を図った。

実績単価の反映、調達数の見直し等を行い、449百万円を削減。



○委託費の主な削減項目 （単位：百万円）

（参考）

○施設費の主な削減項目 （単位：百万円）

（参考）

警察用船舶の整備 224 △ 224 126

機動隊等警察施設の整備 11,003 △ 4,685 4,801

警察用航空機の整備 5,229 3,178 △ 2,051 1,573

（注）計数については、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは合致しないものがある。

備　　　　考
（左欄の見直し内容） 23’要望額

警察用船舶の更新整備に当たり、対象船舶を統合整理の上で更
新を行い「元気な日本復活特別枠」で要望。

備　　　　考
（左欄の見直し内容） 23’要望額

対当初予算額増△減額
②－①

項　　目 ①22’当初予算額 ②23’概算要求額

項　　目 ①22’当初予算額 ②23’概算要求額
対当初予算額増△減額

②－①

機動隊等警察施設の更新整備の内容を精査し、一部について更
新を先送りするなど事業規模の抑制を図った。

警察用航空機の更新整備に当たり、国庫債務負担行為の歳出化
分のみ要求した。
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